
沖本先生の専門とされている研究内容はなんですか？ 

 

専門は計量ファイナンスとマクロ計量経済学です。データを分析して、金融市場やマク

ロ経済、コモディティ市場などに対してどのようなことが示唆されるのかを明らかにす

る手法の開発やその応用を研究しています。ビッグデータが比較的容易に取得できるよ

うになり、データサイエンスという新しい分野が生まれてきた現代では、このような研

究はデータサイエンスの重要な一部分を担うことになってきています。そのなかでも私

は経済とファイナンスの関連する分野を中心に研究を行っています。 

 

具体的な研究のテーマとしては、国際金融市場の相互依存関係を分析し、国際分散投資

への応用を考えたり、主要国の金融政策が国際金融市場に及ぼす効果を定量的に評価し

たりしています。また、企業の環境・社会・統治への取り組みを重要視して投資をする

ESG 投資に関する研究もしており、企業の ESG 活動と市場評価の関係や ESG 投資の

パフォーマンスを調べることを研究テーマとしています。 

 

沖本先生の教育理念を教えてください 

 

教育理念としては、学生の自主性を大切にしたうえで、その自主性を最大限に活かせる

ような教育をしたいと考えています。大学時代というのは、自分が進むべき「道」を定

める重要な時期です。学生にはいろいろなことに挑戦し、興味や関心の幅を広げていっ

て欲しいと思います。それが必ずしも勉強や研究と関連している必要はないと思います

が、もし、ひとつでも学問的に興味を持てるようなことが見つかればより充実した大学

時代を過ごせるでしょう。そして、もしそれが、ファイナンスやマクロ経済に関連する

計量分析であれば、ゼミの指導を通じて皆さんの将来へつながる「道」の開拓を一緒に

したいと考えています。 



 

沖本ゼミを志望する２年生に求めるものは何ですか？ 

 

ファイナンスや統計分析の理論だけでなく、現実の社会問題にも興味があり、理論を現

実の問題に応用することに興味がある学生を歓迎します。また、ゼミ時間内の活動だけ

でなく、ゼミ合宿やインゼミなどのイベントも含めて、ゼミの活動に積極的に参加し、

ゼミを活性化していける学生に入ゼミしてほしいと思います。 

 

インゼミについて 

 

インゼミは年間を通じて、2 回行っております。1 回目は 6 月くらいに、慶應大学商学

部のファイナンス関連のゼミとインゼミを行っています。各ゼミの簡単な紹介ととも

に、4 年生が研究成果を報告し、意見交換をします。6 月には海外で教えられている先

生が慶應大を訪問していることも多く、そういった著名な先生にも参加してもらい、活

発な議論が行われます。2 回目は 12 月くらいに、慶應大学経済学部のファイナンス関

連のゼミと早稲田大学商学部のファイナンス関連のゼミで、インゼミを行なっていま

す。こちらのインゼミは、慶應大と早稲田大で長年行われてきた伝統のあるインゼミ

で、沖本ゼミは開講した 2022 年度から参加させていただいています。慶大生と早大生

が活発に議論をする伝統を守りつつ、更なる活性化を目指して取り組んでいます。 

 

最後に２年生へのメッセージをお願いします 

 

ビッグデータが比較的容易に取得できるようになった現在では、データに含まれている

真理を計量分析により見極め、得られた知見を社会問題解決やビジネスに活かすことが



重要です。しかしながら、データに含まれている真実を正しく見極めることは容易では

なく、データ分析の結果は常に不確実性を伴います。このため、より真実に近い結果を

得るための手法を検証し、得られた推定結果がどの程度の不確実性を含んでいるのかを

正確に評価した上で、得られた知見を現実の問題に応用していくことが求められていま

す。皆さんも、もし興味深いデータを見かけたら、そのデータから何が分かるのか、そ

れはどの程度、確かなものなのか、そして、その結果をどのように応用すれば自分の生

活や社会の改善に役立てることができるのかを考えてみてください。そして、もしそれ

を面白いと感じるのなら、是非、沖本ゼミへの入ゼミを考えてください。 


